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音楽は人と人とをつなぐ 

～合唱のすばらしさと合唱の持つ力、可能性を学んだ～ 

 

先日の土曜日授業で、暁高校の合唱部の演奏を聞きました。何よりも驚いたのが高校生の作り出す「音」

です。暁高校合唱部の作る音は、とても豊かで伸びのある『澄んだ音』でした。一人ひとりが、正しい姿

勢で豊かな息に支えられた声を出せるので、音に豊かな響きがあり、しかも正確な音程を作り出せるので

すね。「声」というよりむしろ「響き」で歌っていたような感じでした。その響きが音楽的に表現力のあ

る豊かな音色で、美しかったですね。また、一人ひとりが積極的に音楽を表現していて、それがひとつの

合唱の音として（自然に）そろう、ということです。全員が自発的に音楽を作り出し、その互いの歌・音

を通じてお互いが影響し合い高め合っていく…これこそが合唱の持つ最大の魅力なのですね。 

「自分の出す音に責任を持つ」こと、「出したい音のイメージを持って歌い出す」こと…音楽への共感

がなければ人の心を打つ音楽は作れません。当たり前のことなのですが、改めてそれを感じました。  

 暁高校合唱部のみなさんは、何より音楽を愛し、音楽を心から楽しんでいましたよね。いつの間にか聞

いている我々もその世界に引き込まれていきました。まさに音楽は人と人をつないでくれるのですね。 

「虹」を紹介します… 
 暁高校合唱部が最後に歌ってくれた「虹」という合唱曲は、2006年の第73 回NHK全国学校音楽コン

クール中学校の部課題曲として作曲されました。森山直太朗さんの作品です。 

「別れの季節は出会いの季節でもある」と、これまで過ごした仲間や親友との別れを、人生の次のステージ

へのスタートだ、これからまた素敵な出会いが待っているよ。と励ましてくれているような曲です。 

空にかかる「虹」はあっという間に消えてしまいます。輝く青春時代も同じです。だからこそ、いまを大切

に生きていきたいですね。 
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